
12 1st 15
8 2nd 15

24 3rd 11

19 4th 16

－

No. 出場 得点 3P 2P FT Ｆ No. 出場 得点 3P 2P FT F

4 × 14 0 6 2 0 4 × 16 0 8 0 5

5 DNP 0 0 0 0 0 5 × 15 3 3 0 1

6 × 10 0 3 4 3 6 × 4 0 2 0 2

7 × 19 0 9 1 0 7 × 0 0 0 0 2

8 DNP 0 0 0 0 0 8 DNP 0 0 0 0 0

9 DNP 0 0 0 0 0 9 × 20 0 10 0 4

10 × 13 1 5 0 3 10 / 2 0 1 0 1

11 × 7 1 2 0 1 11 DNP 0 0 0 0 0

12 DNP 0 0 0 0 0 12 DNP 0 0 0 0 0

13 DNP 0 0 0 0 0 13 DNP 0 0 0 0 0

14 14 DNP 0 0 0 0 0

15 15 DNP 0 0 0 0 0

16 16 DNP 0 0 0 0 0

17 17 DNP 0 0 0 0 0

18 18 DNP 0 0 0 0 0

63 2 25 7 7 57 3 24 0 15

×…スターター　/…出場　DNP...未出場　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル

○

日　時

得点経過

仲埜　弘幸

杉浦　元一

女　決勝トーナメント２回戦

14:35

TEAM  B

副審

主審

大会名
平成２８年度全国中学校体育大会
第４６回全国中学校バスケットボール大会

コート

カテゴリー

 勝山市体育館ジオアリーナ

2016年8月24日(水)

ＫＡコート　第４試合

会　　場

63

（なし）

（なし）

57

TEAM  A

安藤　正

●

長良

(愛知)

陽南

(栃木)

選　手　氏　名

山本　玲愛

菊田　侑里(CAP)

TEAM  B

　

福井県バスケットボール協会

戦　　評

合計

増田　富重
合計

コーチコーチ

関　桃菜

　

記載者 小柳　雅史 （所属）

伊藤　虹歩

　東海ブロック代表長良と関東ブロック代表陽南とのベスト４進出をかけた一戦。１Ｑ、両チームともハーフコートDefで落ち着いた立ち上がりと
なった。長良はスチールからの速攻で＃７が先制すると、その後は＃４にボールを集め得点をする。一方、陽南は１－４のセットプレーから＃４の
インサイド、＃５の３Ｐ、＃７のドライブなどバランスよく得点をする。じっくり攻め合う形となった１Ｑは１２－１５陽南リードで終了。２Ｑは１Ｑ同様、
セットOff中心の我慢の時間帯が続いた。長良は＃６＃７のインサイドに対し、陽南は＃４＃９を中心に攻める。試合が動いたのは残り４分、陽南
＃９の１対１からのミドルシュートを皮切りに、速攻、＃４のゴール下と３連続で得点をあげる。たまらず長良タイムアウト。しかし、その後も流れは
変わらず、陽南＃９の連続シュート、＃５の３Ｐでリードを広げ、２０－３０陽南リードで前半終了。
　３Ｑ、長良は早めのダブルチームによるオールコートDefでプレッシャーをかけ、＃４＃１１＃７が連続して得点し、一気に得点差を縮め同点とす
る。それに対し陽南はスクリーンを使ったチームプレーでボールを運び、＃５＃６の外角からのシュートで対抗する。その後、一進一退の攻防が
続くが、長良＃１０の連続シュートで逆転し、４４－４１で３Ｑ終了。４Ｑ、プレスDefにより流れをつかんだ長良が＃４を中心に攻め、リードを広げ
る。一方、陽南も＃５＃６を中心に長良のプレスDefを攻略し、＃４＃９の連続得点で追いすがる。残り時間２分、長良のスチールからの＃１０の
レイアップ、そして、＃６のゴール下のプレーが陽南＃４のファールを誘い、＃４ファールアウト。６３－５７で長良の勝利。両チームとも一生懸命
チームプレーに徹した見ごたえのある素晴らしい試合であった。

福田　姫加

島田　あおい　

江坂　綾莉

竹内　翠

　

中村　有花

　 神山　南帆

山中　優有

佐藤　多伽子

大嶋　星空

横島　楓華

北村　野花

泉　侑希

大野　花菜

石井　桃花

志村　陽菜

吉田　姫加

BOXスコア

TEAM  A 長良

福田　萌夏

陽南

松下　莉菜

安井　柚葉

島田　望歩

選　手　氏　名

江坂　舞桜(CAP)
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